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鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

５．鉄筋コンクリート工事 ６．鉄骨工事
● 印を記入する。適用は

（１）コンクリート （１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

１．建築物の構造内容 ３．地　盤 コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。（１）工事名称 （１）地盤調査資料 鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。水平地盤反力係数の測定平板載荷試験建築場所 敷地内 ボーリング調査近隣）有（

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、（調査予定無（２）工事種別 新築 増築 増改築 改築 有 無）
（２）工事監理者の承認を必要とするもの

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。（３）構造種別 （２）地盤調査計画
製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ） 静的貫入試験 標準貫入試験ボーリング調査 水平地盤反力係数の測定
建設省告示第１１０３号による認定工場

術研究センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ） 土質試験 物理探査 平板載荷試験鉄筋コンクリート造（ＲＣ）
材料規格証明書または試験成績書

定器の表示部を一回の測定器ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ） （３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状
鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

を変更する場合もある 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）
社内検査表

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。（４）階　　数 （４）ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中地下　　　階 地上　　　階 塔屋　　　階 （３）工事監理者が行う検査項目0 深 Ｎ
土質度 値 養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと，打ち込み日ごととする。（５）主要用途 （ 印以外の項目の検査結果については、　　　工事監理者に報告すること）２０１０

また、打込み量が１５０ｍ3をこえる場合は１５０ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を（６）屋上付属物 現寸検査 組立・開先検査 製品検査1

標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運転車からそ広告塔 高架水槽 ＫＮ 2

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り煙　突 キュービクル ＫＮ 3 （４）接合部の溶接は下記によること

4 ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。）（７）増築計画 有 無 東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第１２章）

5 ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近ずけて垂直に打ちコン（８）付帯工事 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針第１２章）

6 クリートの自由落下高さは、１ｍ以下とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ門塀 擁壁 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」
7

ート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み（９）特別な荷重 （５）接合部の検査
8

リフト ホイスト 　ＫＮ　　ＫＮ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）
9

倉庫積載床用　　　ｋＮ／㎡ 受水槽 ＫＮ
10 検査率又は検査数

備　　考（１０）その他
11 （２）鉄　筋 検査箇所 工事監理者社　内 第三者検査方法

12 鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。 ％ ％ ％30 30２．使用構造材料
13

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長 個 個 個突合せ溶接部 超音波探傷試験
14（１）コンクリート

さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構 外観（目視）検査 ％ ％ ％100 30 30
15

造配筋標準図（１）（２）」による。 マクロ試験・その他 個 個 個２
16適用箇所 種　類 設計基準強度 スランプＦｃ＝Ｎ／ｍｍ ｃｍ

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、 第三者検査機関名17１３．５，      １５捨コンクリート 普通 １８
日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。 第三者検査機関は、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を18ラップルコンクリート 普通 １８，　２１，　１５
ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇 代行させるために自ら契約した検査会社をいう。19

普通 １８，　２１，　２４ １８
所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。 注）20 現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。普通 １８

21 外観検査 有 無、 引張検査 有 無、 超音波探傷試験 有 無、
高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な普通 １８

22 柱の帯筋（Ｈ００Ｐ）の加工方法は、 Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパ
どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて普通 １８

23 イラル型）とする。
除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

（２）コンクリートブロック（ＣＢ） 24
ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場

25Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 １００， １２０， １５０， １９０，

合は、赤さびは発生しないままでよい。26（３）鉄　筋

種　　類 使用箇所 継手工法径

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順一般ＳＤ２９５Ａ 重ね継手Ｄ１６　以下 ４．地業工事
序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めＳＤ２９５Ｂ

異形鉄筋 （３）型　枠（１） 直接基礎 布基礎 独立基礎　　試験堀 有 無ベタ基礎 とする。ＳＤ３４５ ガス圧接継手
  を標準とする。材料　　　合板厚　１２ ｍ／ｍ有 無載荷試験 締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。ＳＤ３９０

型枠存置期間
（６） 防錆塗装高強度せん断補強筋 ＫＷ７８５同等品 特殊継手

（２） 杭基礎 種類 支　　　柱せ　き　板 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外溶接金鋼 （ ）
部施工方法杭　　　種 備　考 位材　　　料 スラブ下スラブ下、はり下 はり下基礎、はり側、柱、壁 ２回塗りを標準とする。の部分とする。錆止めペイントは、

ＰＣ（ Ａ種 打ち込みＣ種）ＰＣ Ｂ種ＲＣ（４）鉄　骨 早強ポルト 普通ポルト 普通ポルト 普通ポルトセ
メＨ鋼 ＰＨＣ（ 埋込み（セメントミルクＣ種）ＰＨＣ使用箇所 Ｂ種 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は現場溶接種　　類 備考 のン

注入工法） ト 種鋼材ＳＳ４００ 有 摩擦杭 工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。無

類大臣認定ＰＨＣ節杭 鋼材 ＳＳ４００ FP-BESTEX工法ＳＴＫ４００ 有柱 無ＢＣＲ２９５ 高炉セメント 高炉セメント鋼　材

Ａ種 Ａ種ＳＴＫ４００ Ｈｙｐｅｒ－ＭＥＧＡ工法有 （７）耐火被覆の材料無 存

置ＳＳＣ４００ 有 無 シリカセメ シリカセメ シリカセメ平
期

拡底杭 均 ント ント場所打ち オールケーシングコンクリートＦｃ＝ 間
気（５） ボルト Ａ種 Ａ種 シリカセメ日本建築セン のセメント量 拡底杭ｋＮ／m㎡
温 ント高力ボルト 普通、Ｆ８Ｔ 特殊、Ｓ１０Ｔ　認定品（ Ｍ１２、 Ｍ１６、 ７．設備関係

コンクリート杭 鉄　筋 主　筋　　ＳＤ リバースサ－キュ ター認定 Ａ種

Ｍ２０、 Ｍ２２、） レーション コ ト ２８ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。ＨＯＯＰ　 ＳＤ
のン

中ボルト φ＝　　φ＝　　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　　否12 材ク第　　　　号 設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。アースドリル ２８
令リアンカーボルト

　　以下とし管の間隔を１／３　　℃以上 床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さのミニアース 年 月 日 ）（日｜

ＢＨ コンクリートの ２
５０％設計基準強度の５ Ｎ／ｍｍスタッドボルト 手堀

圧縮強度深礎
機械堀（６） 屋根、床、壁

注）１片持ばり、ひさし、スパン８．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。
ＡＬＣ版

杭仕様 杭施工結果報告書施工計画書承認 注）２大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

折　　版　　　形式　　ハゼ 行わない。載荷）有・ 無） 打 ち 込 み 本試験堀 （ （
注）３支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。デッキプレート　　　形式 厚

注）４盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。
キーストンプレート　形式 厚 杭径（ｍｍ） 特記事項設計支持力（ｋＮ） 杭長（ｍ） 本数

注）５支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。
特殊デッキプレート

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

鉄板大波　0.6ｍｍ　　鉄板小波　0.5ｍｍ 注）６上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

調査地番

位置図

８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出する事。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

給湯設備は風圧、土圧、水圧並びに地震その他震動及び衝撃に対し、安全上支障のないよう

５ｃｍ以上とする。

Ｈ12年国交省告示第1388号に適合させる。

建築設備については、建築基準法施行令第１２９条の２の４に関する設備関係規定にに適合すること。

ＳＮ４００Ｂ

標準貫入試検0

４０ ５０ ６０３０

支持地盤、地層及び深

さについてのコメント

孔内水位

備考

ＳＮ４９０Ｃ

使用箇所Ｈ＝　　　ｍｍ　厚　　ｍｍ以上

地中梁、台柱

現地内

4

エレベータ　11人乗（ロープ式　油圧式）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ

Ｄ１９～Ｄ２２

ﾃﾞｯｷ

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

　φ＝　16mm　　Ｌ＝80mm

厚 100mm

設計GL

液状化の可能性なし

なし

ＪＩＳ規格品とし、

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

１８,　 ２１，　２４，　２７，　３０

１８,　 ２１，　２４，　２７，　３０

１８,　 ２１，　２４，　２７，　３０

基礎、地中梁

φ6-100×100

渡りﾛｰｶに使用する鋼材は全て溶融亜鉛メッキ処理とする

ﾍﾞｰｽパック仕様による（S-23～25参照）

　　　EZ50-1.0 同等品　　　　山上　100mm

盛土

礫混り
ｼﾙﾄ砂

風化ｼﾗｽ

礫混り
砂質粘土

 2

14

26

14

 4

 1

 3

60

60

60

60

60

60

9
10
0

杭長7.0m

長期許容支持力度　　　KN／㎡深さ　　　ｍ

ＰＲＣ節杭

ＰＲＣ（ Ⅳ種

Ａ種

Ａ種

別紙 S-6 による

0

構造設計標準仕様

構造設計標準仕様
Ｓ－１

学校

鹿児島市平川町6004番地

RCｽﾗﾌﾞ

梁

渡りﾛｰｶに使用する鋼材は全て溶融亜鉛メッキ処理、Ｆ８Ｔとする

支持層－溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

風化溶結
凝灰岩

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

継続中における打継ぎ時間間隔の限度は外気温が２５℃未満の場合は１２０分、

２５℃以上の場合は９０分以内とする。

※　（公共建築工事標準仕様書6.8.4）による。

15℃以上

 5℃～15℃

８

３

５

２

３

５

ランドセメ ランドセメ ランドセメ ランドセメ ランドセメ ランドセメ

ント ント ント ントント ント

早強ポルト 早強ポルト

普通ポルト
ランドセメ
ント

高炉セメント
Ａ種

ント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

１７８

２８

２５

２８

１２

１５

１００％８５％

設計基準強度の

早強ポルト

ランドセメ

ント

2025.04.14　構造審査指摘により高さ訂正

（指定なし）
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福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

（４）基礎接合部の補強 ６．柱

（１）一般事項

３
－
Ｄ

１
３

Ｌ
１

ａ．継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下、かつ３／４・ｈｏ以下とする。
印の鉄筋の重ね継手の

Ｌ２（５）鉄筋のあき 間隔 ｂ．重ね継手長さは、Ｌ１とし、定着及び余長は下図による。１．一般事項
＊＊＊末端にはフックが必要 ｃ．鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋並びに梁せいが小さく、設計応力に対して必要な定着長さが不足する異形鉄筋異形鉄筋では呼び名に用いた数値 １．５ｄａ． 以上 Ｌ

２

Ｌ
２

　　箇所に設ける。＊ｄｏ以上粗骨材の最大寸法の １．２５ 倍以上かつ ２５ｍｍｂ． ｄｏ あき

Ｈ ＊（１）構造図面に記載された事項は，本標準図に優先して適用する。
500<H≦1000 ＊ （２）柱主筋の継手 （３）柱主筋の定着柱（６）鉄筋のフック （ａ～ｅに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。 Ｗ１)
以上２－Ｄ１６ Ｌ２（２）記号

かぶり厚さａ．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階にある場合（右図参照）。 Ｌ
２

≧Ｌ２
ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　　　Ｄ…部材の成　　　　Ｒ…直径 ＊ 印筋は２－Ｄ１０－＠２５０とするｂ．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（右図参照）。 ４５゜～６０゜

Ｃ＠…間隔　　　　ｒ…半径　　　　Ｌ…中心線　　　　ｌｏ…部材間の内法距離　　　　ｈｏ…部材間の内法高さ
１５０ただし、基礎梁を除く。

ＳＴ…あばら筋　　　　ＨＯＯＰ…帯筋　　　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　　　φ…直径又は丸鋼 ｈ
ｏ

ｃ． ｄ．あばら筋、帯筋及び幅止め筋煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

ｈ
ｏ

／
２
＋

１
５

ｄ

Ｌ１その他，本配筋標準に記載する箇所ｅ． はり 梁
幅

２．鉄筋加工，かぶり Ｗ１の三角壁厚さは，２００以上又は地中梁幅とし，

Ｌ
２

Ｈ≦５００は＊印筋は不用とする配筋は同厚の壁リストにならう

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状 １
５
ｄ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は，別途検討）３．杭 ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

折曲げ角度 １８０゜ １３５゜ ９０゜
折まげ角度９０゜はスラブ筋・壁筋 ５．地　中　梁 １

５
ｄ

既製品を使用するときは，設計者又は工事監理者の末端部またはスラブと同時に ＰＣ杭，又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）
打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ と打合せのこと Ｌ

２

ｄ ｄ （１）一般事項ャップタイにのみ用いる。ｄ ≦
１

５
０

０
ｍ

ｍ
か

つ
≦
３

／
４

・
ｈ

ｏ

≦
１

５
０

０
ｍ

ｍ
か

つ
≦
３

／
４

・
ｈ

ｏ

５
０
０

５
０
０

Ｒ ＲＲ 所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合図

余
長

キャップタイ ａ．上端主筋の定着は、やむを得ない、場合、上向きとすることができる。

ｂ．梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。ｄ余長 但しｌ≦φの場合 ｈ
ｏ

余
長

以
上

　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。
補強筋 　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

Ｃ．梁筋を柱内に定着する場合は、梁筋は、柱の中心軸を越えてから定着する。
鉄筋の余長 ｈ

ｏ
／

２
＋
１

５
ｄ

４ｄ以上 6d以上（＊4d以上） 6d以上（＊4d以上） ８
ｄ

ＨＯＯＰ＠１５０ ＣＨＯＯＰ＠１５０ Ｌ
鉄筋は，ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５，ＳＤ３９０を使用する。 圧接継手 重ね継手

２ ３－Ｄ１６２折曲げ内法寸法Ｒは，Ｄ１６以下は，３ｄ以上，Ｄ１９以上は４ｄ以上 Ｌ Ｌ 柱基礎下端１
０

０

ＳＤ３９０のみ、５ｄ以上とする。 継手の好ましい位置
１５０以上基礎下端＊印の余長は、幅止め筋に適用する。

Ｌ２ Ｌ２

l

φ （３）帯　　筋梁 梁４５゜（２） ９０゜鉄筋中間部の折曲げの形状　　鉄筋の折曲げ角度 以下
ａ．帯筋の組立ての形は、下図とし、種別は、特記による。特記がなければＨ形とする。１

５
０

１
．
５

φ

鉄筋の使用箇所 鉄筋の径による 鉄筋の折り曲げ ｂ．Ｈ形の１３５゜曲げフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。鉄筋の種類図 φ コンクリート止め板による呼称 区分 内のり寸法（Ｒ） ｃ．ａ・ｂが困難な箇所は、監督員の承諾を受けて、Ｗ－Ⅱ形とする。

帯　　　筋 φｄ ｄ．溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は１０ｄ以上とする。以下 以上Ｄ１６ ３ｄ （２）基礎梁にスラブがつかない独立基礎の場合（定着、継手）SD295A,SD295B １５０
あばら筋 Ｃ ＣＬ ＬSD345,SD390 ①Ｈ形Ｒ

以上Ｄ１９～Ｄ２５ ４ｄ ｌｏスパイラル筋
≧６ｄ１．５Ｐ２＠杭　径 ３００φ，３５０φ ４００φ ４５０φ ５００φ ６００φ ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４

以下 以上Ｄ１６ ４ｄ
Ｌ１（継手） １５ｄ（余長）

ｄ 補強筋 ６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６ ｄSD295A,SD295B
以上Ｄ１９～Ｄ２５ ６ｄＲ 上記以外の鉄筋 ≧８ｄSD345,SD390 ＨＯＯＰ Ｄ１０－＠１５０ Ｐ２＠Ｌ２ Ｌ２

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）
以上Ｄ２９～Ｄ３８ ８ｄ

ＣＬ現場打ちコンクリート杭（２） Ｌ２ Ｌ２ ②Ｗ－Ⅰ形 ③Ｗ－Ⅱ形

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ Ｌ／２（注）溶接は、鉄筋の組立て前に行う。杭頭処理

≧１００定着の長さ １．５Ｐ１＠
設計基準 特別の定着及び Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ１（継手）鉄筋の種類 強　　度 重ね継手の長さ下端筋（Ｌ３）

2 一般（Ｌ２） ４
０

ｄ

（Ｌ１）（Ｎ／ｍｍ  )
小　梁 スラブ 梁面より割り付ける重

ね
継

手

（イ） （ロ） （ハ）

４
０

ｄ

（３）基礎梁にスラブがつく独立基礎の場合（定着、継手）ハツリ部分 Ｐ１＠２１，２４, ２７ 35dまたは25dフックつき 40dまたは30dフックつきSD295A,SD295B ④Ｓ形（スパイラル筋） ⑤丸形Ｃ ＣＬ ＬSD345 １
．

０
ｍ
以

上

７階柱壁～Ｒ階梁床３０，３３，３６ 30dまたは20dフックつき 35dまたは25dフックつきまたは かつ２５ｄ １０ｄ ｌｏ余
盛
コ

ン
ク

リ
ー

ト

≧４０ｄ Ｌ≧６ｄ杭
主
筋

フックつき 以上１５ｄ １５ｃｍ 杭頭２１，２４, ２７ 40dまたは30dフックつき 45dまたは35dフックつき ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４
SD390 以

上

３０，３３，３６ 35dまたは25dフックつき 40dまたは30dフックつき ≧６ｄ１５ｄ（余長） Ｌ１（継手） １５ｄ（余長） ≧６ｄ
帯筋は、原則として両面フレア溶接５ｄ

（注）　１．Ｌ１：継手ならびに２．及び３．以外の定着長さ。 又は片面フレア溶接１０ｄ以上とする１
０
０

１．５Ｐ１＠
　　　　２．Ｌ２：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。 φ

（イ） （ロ）　　　　３．Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。ただし、基礎耐圧版、これを受ける小梁は除く。 Ｌ２ Ｌ２ （イ） （ロ）へりあき２００以上
　　　　４．設計基準強度が１８Ｎの場合は、Ｌ１及びＬ２のみは、上表の値に５ｄを加えたものとする。 （注）Ｓ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

スペーサー

Ｌ２PL-4.5ｘ38（杭径 1.2m以下）継　　手 （４）斜め柱・斜め梁
PL-4.5ｘ50（杭径 1.2mを越える）

①柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ②柱幅と斜材幅が異なる ③柱脚で斜材となる１． 末端のフックは，定着および重ね継手の長さに含まない。
※杭頭の余盛コンクリートは、

柱
　
Ｄ

Ｌ１（継手）２． 継手位置は，応力の小さい位置に設けることを原則とする。 　孔中に水が多い場合は、８００以上 Ｌ２主筋のかぶりは １５ｄ（余長）
　水が少ない場合は、５００以上とする。 １３． 直径の異なる鉄筋は、細い方の鉄筋の直径とする。 １５ｄ（余長）杭間隔は２φかつφ＋１０００以上 φ １００以上とする

３ｍｍ 以下 圧接面圧接面ガス圧接形状 圧接面 Ｌ
２

Ｌ
２

１
（４）連続基礎及びべた基礎の場合（定着、継手）４． 基　　礎

１Ｃ Ｃφ ｄ Ｌ Ｌ Ｐｄ １．４ｄ以上
ｄ／５ 以下 Ｐｌｏ

Ｐ

φ＞８０゜ ＰＬ
２

Ｌ
２

（１）直接基礎 ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４Ｌ １Ｃ Ｐ１．１ｄ以上
ｄ／４ 以下 １５ｄ（余長） Ｌ１

ベース筋重ね継手（下図のいずれかとする）Ｌ１ Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ
２

１
．

５
Ｄ

梁
　
Ｄ

Ｌ
２

１
．

５
Ｄ

Ｌ２
Ｌ２かぶり厚さ

Ｌ２

１．５Ｌ１以上ａ≧４００ 約０．５Ｌ１

（２）杭　基　礎 柱　Ｄ 柱　Ｄ４ｄ ＬＣ（４）鉄筋のかぶり厚さ
Ｌ２ （注１）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は、一段太いものか、又は、ダブル巻きとし＠１００以下とする。

（い） （ろ）
Ｌ１（継手） １５ｄ（余長） （注２）　　の鉄筋は２ーＤ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする。１

最小かぶり厚さ（ｍｍ） （
１

）

部位
（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（イ） （ロ） ２

０
ｄ

（５）絞り （６）二段筋の保持杭頭 　　　２．破線は、柱内定着の場合を示す。 ｅ ｅかぶり厚さ屋　　内 ２０ ３０
耐力壁以外の壁又は床

屋　　外 １
０
０

直接土に接しない ３０ ４０
６φ－＠１０００ａ（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図部分 ３０ ４０屋　　内

１５ｄ耐力壁、柱、梁または壁梁
Ｌ２ ６ｄ屋　　外 ４０ ５０ ハンチ梁幅ハンチ

Ｄ：１５００以上の場合
壁、柱、床、梁、基礎梁または基礎の立上り部分 ４０ ５０直接土に接する ａ

部分 ａ６０ ７０基礎（立上り部分及び捨てコンクリートの部分を除く） （３）べた基礎 １
０
０

※２－ＳＴＲハンチを付けた場合（ａ≧３） ≧
８

ｄ

４
ｄ注　外壁の屋外に面する部分に、タイル貼り、モルタル塗、外断熱工法による仕上げ、その他これらと同等以上の性能を有する処理が １ 帯筋より１サイズ太く Ｄ Ｄ２ ａ施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り、（ろ）項に揚げる最小かぶり厚さを１cm減ずることができる。 Ｌ

１

又は同サイズ２本ａ ６～８ Ｌ
２

Ｄ ６ｄ１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう（注）　１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、特記による。 ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）１ ａイ　　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上塗材、吹付け又は塗装等の鉄筋の １
０
０

但し上筋と下筋を読みかえる

Ｌ
２

ｏ
ｒ

Ｌ
３

　　　　　　耐久上有効でない仕上げのものを除く。
２．４

０

１の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

４
０

０

６ｄ ａ　　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。 ※
２
－

Ｓ
Ｔ
Ｒ

ハ
ン
チ

≧
８

ｄ

３． の鉄筋はＤ１３以上とする２
　　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所には、上表は適用しない。 ≧

１
５

ｄ

４
ｄ

梁
幅

の拡大図イ　　　　６．柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを、径の１．５倍以上として ４． ６φ－＠１０００埋戻し土のある場合は４０を７０とする７
０

２ ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６Ｌ　　　　　　最小かぶり厚さを定める。 １ ※一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる。
　　　　７．柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
Ｓ－２

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
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９． 壁 １０．柱、梁打増しコンクリート補強

Ｌ２ ａ１
Ｌ２かつ中心線を越える（１）定着 （１）柱の打増し補強

梁に 柱に（平面図） ａ．柱の打増し補強は、右図により、打増し幅がａ ｂ
帯筋と同型，同材質，８．７． 　　７０ｍｍ以上２００ｍｍ以下の場合に適用す床　　版大梁，小梁，片持梁
同間隔 ３００ｍｍ以下Ｄ１６　　る。２００ｍｍを越える場合は、特記による。

Ｌ
２

１５０程度
Ｄ１６Ｌ

２

Ｌ
２

ｂ．梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打増し部 ３００ｍｍ以下１５０程度（１）（１）一般事項 定着および継手

ａ ａ　　分を除いて算定する。 ３００ｍｍ以下
ａ．継手及び圧接中心位置は、次による。（上端筋－中央ｌｏ／２以内，下端筋－柱面より梁せい以上離し、ｌｏ／４以内） ａ

２

ａ ｂ片持床スラブ 一般床スラブ
打増部受け筋　Ｄ１６ ｌｘｂ．継手長さは、Ｌ１とし、定着長さ及び余長は、（２）図による。 Ｌ

２

Ｌ
２

打増部
Ｄ１０－＠２００ｃ．梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。 ｌｘ／４ｌｘ／４Ｌ１ ３００ｍｍ ３００ｍｍＬ

２

Ｌ
２
か

つ
中
心

線
を

越
え

る

主筋 ３００ｍｍ３００ｍｍ３００ｍｍ以下 以下　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。
以下 以下 以下横筋の配置は上下端とも梁、 縦筋の配置は、柱面に一本目

Ｃ Ａ Ｃ （ａ）１方向の打増し又は床面に一段目を配置する を配置する （ｂ）２方向の打増し

ｌ
ｘ
／

４

先端部補強筋 Ｌ２Ｌ３ （７０ｍｍ≦ａ，ａ１，ａ２≦２００ｍｍ場合）
Ｌ２ ２－Ｄ１３ｌ梁 梁 （２） 梁の打増し補強

ａ．梁の打増し補強は、下図により、打増し幅が７０ｍｍ以上２００ｍｍ以下の場合に適用する。２００ｍｍを越える場合は、特記による。Ａ Ｂ Ａ ｌ
ｙ

床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）ｃ（注）床版に段差のない場合は、主筋を引き通して床版に定着してもよい。 ｂ．小梁・耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増し部分を除いて算定する。１５ｄ
柱 Ｌ２ Ｌ２受け筋　Ｄ１０ イ 打増部継手位置は原則として下表による

（注）１．上階に柱がある場合の定着長さはＬ２とし、１５ｄは必要ないものとする。

ａ標準継手位置 Ｃ Ａ Ｃ

ｌ
ｘ

／
４

あばら筋と同型，（２） 大梁の定着、継手 肩筋 以上Ｄ１３Ｂ短　辺　方　向 同材質，同間隔Ｄ１３ Ｄ１３柱幅 Ｄ１３ Ｌ
２

１５ｄ上端筋 Ｌ２ １０００ａ Ｌ
２

大梁 長　辺　方　向Ｃ Ｂ ｂ≦３５０ｍｍの場合Ｃ Ｃ Ｃ ＬＬ Ｌ Ｌ
２－Ｄ１６

１５ｄ（余長）Ｌ２ Ａ Ｃ下端筋 短辺・長辺方向 ａ ｂ＞３５０ｍｍの場合１５ｄ※Ｌ２
スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合 ３－Ｄ１６以

上

イは壁配筋と同じＬ３ ｂ ｂ（２）屋根スラブの補強 打増部

１０００１
０
ｄ

Ｌ１ ＤＬ２ （ａ）下端の打増し （ｂ）上端の打増しＬ１ Ｌ１ 受け筋　Ｄ１０ イ１
５

０
以

上

ａ．補強筋は各　　　　　又はスラブ主筋の同一３－Ｄ１３ Ｄ１３Ｄ１３
１５ｄＬ２

径で　　　　　　　　とし，上端筋の下に配筋するｌ＝１，５００ Ｄ１６Ｌ１
＊ Ｄ１６ｂ．＊の箇所（入隅）は各階補強する

最上階 あばら筋と同型，ｌ※柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２が
同材質，同間隔　とれる場合でも柱中心線をこえて中間

ｌ　折曲げテール長１５０以上又は１８０゜ 交差部及び端部の配筋ｄ 腹筋は，７の（５）
　フック付きとする。 Ｌ

２

図による

Ｌ２ Ｌ２１５ｄ（余長）Ｌ２ Ｌ２ ２－Ｄ１３片持スラブ出隅部補強（３） Ｄ１６
吊上げ筋

ａ
２

１５ｄ ａ出隅部分の補強筋
ｂ≦３５０ｍｍの場合

柱又は梁にＬ１定着する
２－Ｄ１６ｌ１／２ Ｌ２ ａ１ ｂ出隅部梁Ｌ１ 梁 ｂ＞３５０ｍｍの場合Ｌ

２

１－Ｄ１３ ２－Ｄ１３Ｌ２
ｌ１／２ （ｃ）側面の打増し ３－Ｄ１６ （ｄ）２方向の打増しＤ１３ Ｌ

２

Ｌ
２

Ｄ１３一般床版配力筋 端部（垂直及び水平断面）Ｌ２
Ｌ３柱Ｌ１

（７０ｍｍ≦ａ，ａ１，ａ２≦２００ｍｍの場合）ａ．出隅部分の補強筋は、特記による。特記が≦
１

０
０

　　なければＤ１０－＠１００ダブルとする。ｌ
２

ｌ
２

一般階 ※吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ Ｄ１３

Ｌ
２

ｂ．出隅受け部の配筋は、特記による。特記が　太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたもの
　　なければ主筋と同じ配筋とする。ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４ ｌ

１
／
２

　とする。 １１．梁貫通孔補強

ｌ
１

／
２

Ｌ
３

ｌｏ

Ｌ
１

出隅部分の補強筋 出隅受け部配筋

（１）一般事項
２－Ｄ１３ ４－Ｄ１３

Ｌ
２

ｂ Ｄ１３小梁主筋の継手及び定着 （注）ｌ１≧ｌ２とする （注）ｌ１≧ｌ２とするｌ１ ｌ１ ａ．孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。正　面 外壁の端部（垂直及び水平断面）
ｂ．孔の上下方向の位置は、下図による。ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４ ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４

縦　筋（開口の径５００以上の場合） Ｄ１３（４） ｃ．孔の中心位置の限度は、柱及び直行する梁（小梁）の面から原則として１．２Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。床板開口部の補強 Ｄ１３
１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）１５ｄ（余長）Ｌ２（定着）Ｌ２ Ｌ２ Ｄ１３ Ｄ１３２－Ｄ１３ ｄ．孔が並列する場合は、その中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。Ｏ＝４５゜連続端

ｅ．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

ｆ．補強筋は主筋の内側とする。やむを得ない場合は、監督職員の承認を受けて外側とすることができる。
Ｌ１Ｌ

１

ｇ．孔の径が梁せいの１／１０以下かつ１５０ｍｍ未満のものは、補強を省略することができる。L2 L2
Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２Ｌ１

Ｌ
１

周囲補強筋Ｌ３

L
2

交差部（水平断面）外　端 連続端
１５ｄ（余長） １５ｄ（余長） １５ｄ（余長） １５ｄ（余長） L

2

５００≦Ｄ＜７００　　　ｄ≧１７５（注）１．Ｕ型筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。Ｌ１
ｌｏ／６ ７ｌｏ／１２ ｌｏ／４ ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４

７００≦Ｄ＜９００　　　ｄ≧２００斜め補強筋
Ｌ３ Ｄｌｏ ｌｏ 横　筋 Ｄ１３ 手摺，パラペット（２）単独円形小開口を設けるにあたって Ｄ１０－＠１５０２

Ｌ
１

正面視 Ｌ２ ９００≦Ｄ　　　　　　　ｄ≧２５０Ｄ１３若干の鉄筋のずらしは可
Ｌ
１

Ｄ１３（注）１．　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。 Ｄ１３下端筋 鉄筋を切断した場合は、切断した鉄筋量
ｄＬ

１
以上を開口脇に配筋する 手摺 パラペット斜　筋 Ｄ１３

Ｌ
２

上端筋
孔と孔のへりあき１００以上

Ｈ

１２０以上 Ｈ １５０以上平　面 Ｄ１０－＠１５０シングル Ｄ１０－＠１５０ダブル床板厚さ Ｄ 周　囲 斜　め 注）設備の小開口が連続してあく場合（３）大梁主筋の継手 （２）鉄筋標準配筋 但し　φ≦Ｄ／３とする
　　は縦，横，斜補強筋とは別に開口 Ｄ１０－＠１５０シングル Ｄ１０－＠１５０ダブルＤ≦１５０ 各 ２－Ｄ１３ 各１－Ｄ１３ 以

下

ｌｏ／４ ｌｏ／２ ｌｏ／４ 　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

１
０
０

１５０＜Ｄ≦２００ 各 ２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３ ８０≦φ≦１００ １００＜φ≦１５０ １５０＜φ≦２５０以
下

　　を開口をさけて補強する。ＣＬ Ｌ
１

２－（２－Ｄ１３）Ｌ
２

折　筋 折　筋 ２－（２－Ｄ１３） 斜　筋 ４－（２－Ｄ１３）１
０

０

２００＜Ｄ≦３００ 各 ２－Ｄ１９ 各２－Ｄ１６ Ｌ
１

継手の好ましい位置
縦　筋 ＳＴ　２－Ｄ１３－＠１００ 縦　筋 ＳＴ　２－Ｄ１３－＠１００ 縦　筋 ＳＴ　２－Ｄ１３－＠１００

（５） 床板段差 ２－（２－Ｄ１３）横　筋 ２－（２－Ｄ１３） 横　筋
（但し， 以上の場合，Ｈ＞８００段差が７０ｍｍ以下の場合 段差が７０ｍｍを越え、１５０ｍｍ以下の場合ａ ｂ Ｌ２ 上ｌｏ Ｄ１３

縦筋 ＳＴ　２－Ｄ１３設計図による）Ｌ２Ｄ１３
下

Ｄ１３
コンクリートブロック帳壁（３）（４） あばら筋の割付

Ｈ

Ｄ Ｄ 一般の場合 下部防水立上りのある場合Ｈ

ａ．間隔が一様で、ハンチのない場合 ｂ．間隔が一様で、ハンチのある場合 ｃ．梁の端部で間隔の異なる場合
Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

５Ｈ
φφ φＬ２

３５０

Ｄ１３Ｄ１３ Ｌ
１

（６） （７）釜場Ｐ＠ Ｐ＠ Ｐ＠ Ｐ１＠ Ｐ２＠ 土間コンクリート Ｌ
１

２－Ｄ１６≦Ｐ＠ 軽作業の土間ａ≒ｌｏ／４ Ｄ１０－＠４００１２００×６００ 以下
Ｌ１ ２Ｌ折曲 Ｄ１０－＠４００Ｄ１０－＠２００ φ＞２５０Ｄ１０－＠６００

Ｌｈ
ｏ

２（５）あばら筋、腹筋及び幅止め筋 孔補強の有効範囲とＤ１０－＠６００Ｄ１０－＠２００
ｔｈ

ｏ

≧６ｄ ≧６ｄ Ｌ
１

ａ．あばら筋の形は（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又 定着長さのとり方 以
上

ｔ ＊　　は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）とすることができる。≧８ｄ ≧８ｄ ≧８ｄ
ｂ ２

５
０

ＬＤ１３ｂ．フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形 ２Ｄ１０－＠１５０ｄ ２
０

０

φ Ｄ＊部分について計算でＤ１３　　ではスラブのつく側、Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、 ４５゜６００

Ｌ１ 　確認された場合は下　　スラブのつく側を９０°折曲げとする。 ｈ Ｄ１０－＠４００Ｌ
１

Ｄ１３－＠２００ダブル 以
上

Ｄ１３
（イ） （ロ） （ハ） （ニ） ｃ．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０ｍｍ程度とする。 間仕切壁との交叉部 ２５０ｂ ２－Ｄ１６ ＊　記の位置，寸法によ

２
５
０

ｄ．壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記が
Ｄ１３ 　らなくてよい。

　　なければＬ２とする。 ２φ２φ
　　　　　Ｄ＜６００　　不　要 Ｄ１０

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ （スターラップ補強範囲）（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強Ｄ　６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０　１段 幅止め筋

Ｄ腹　筋 　９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０　２段
（３）既製品 （使用するときは，設計者又は工事監理者と打合せのこと）設計配筋間隔の１／２ピッチ　　長さ２Ｌ１以上 （注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁，又は柱がある場合は除く

１２００≦Ｄ≦１５００　６－Ｄ１０　３段
（注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し，２００≦ｈ≦４００無筋部分Ｄ１０－＠２００　　長さ８００以上≧４ｄ１５００＜Ｄ　　　　　　Ｄ１０＠３００以内 ３００ ５０

リング型 パイプ型 金網型 プレート型
幅止め筋 Ｄ１０＠１０００程度 （注）継手部は必ずモルタルを充填すること。≧４ｄ

腹筋

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
Ｓ－３

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
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有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜､半自動溶接で9㎜以上、巾は25㎜以上を原則とする

　但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

r=10

r= 30～35㎜

Ｇ

Ｇ:ルート間隔
θ:開先角度

θ

裏当て金

r=35
r　スカラップ

　をいためない様に、養生を行う

　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認

　を励行し、部材に確認マークを付ける

(ヘ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

(ホ) 裏はつり

(ハ) スカラップ半径は30～35㎜と10㎜のダブルアールとする

(ニ) ノンスカラップ工法

　　 但し梁成が D=150㎜未満の場合のスカラップはr=20㎜とする

（５）塗 装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とす

(a) 構造設計特記仕様による

    定められた適用範囲と溶接条件制限事項による
    「構造設計特記仕様 6. 鉄骨工事(2)□認定又は登録工場」のグレード別に
注) STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

JIS Z 3212、3214

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3312

YGA-50W、50P

YGW-18、19

YGW-11、15

JIS Z 3315

JIS Z 3211、3212、3214

YGA-50W、50P

YGW-18、19

YGW-11、15

●鋼材種別による溶接条件

490N級鋼

400N級鋼

鋼材の種類 溶 接 材 料 入熱(KJ/㎝)

40 以下

30 以下

40 以下

40 以下

パス間温度(℃)

250 以下

350 以下

350 以下

350 以下

53※ t>16 ㎜ 場合の溶接は、　  ～　  とする。2

1 532※ t>16 ㎜ 場合の溶接は、　 ・又は　  ～　  とする。

内ダイアフラム

　　　　　　　　柱フランジ厚 16 ㎜以上の場合 SN490C を使用する。

ダイアフラムは、柱フランジ厚 16 ㎜未満の場合 SN490C SN490B

ダイアフラム厚は、接合する柱､梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

内ダイアフラムの場合は柱

※ はりフランジは、通しダイア

内ダイアフラム

内ダイアフラム

(通しダイアフラムの場合)

A 断面A

平面詳細

25以上

2
5
以

上

の角のRに接しないこと

φ=20
ガス抜き

4

7※

7 ※

(但し、t≧15 ㎜ の時 4.0 ㎜ とする)

0 < f ≧ 3.0㎜

(但し、t≧15 ㎜ の時 4.0 ㎜ とする)

0 < f ≧ 3.0㎜

R≦2

G
t1

t

25㎜以上
LL

θ=45ﾟ

f

f

f
2.5

t2/4 ≦ a ≦ 10㎜

θ=45ﾟ

t/4 ≦ f ≦ 10㎜

t/4 ≦ f ≦ 10㎜

t/4 ≦ f ≦ 10㎜

t/4 ≦ f ≦ 10㎜

ff

(g) 溶接施工

(f) 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

(e) 溶接姿勢

(d) 溶接方法

(c) 溶接機器

(b) 溶接技能者

(a) 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

る設計仕様になっている部分は、塗装をしない

(イ) 仮付位置

横向 Ｈ

かつ2t以上
35㎜以上

ｔ

仮付溶接
裏はつり側にする

開先面

　　 又は工事監理者の承認を得る

　Ⅳ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者

　　 グラインダー仕上げとする

　　 溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、

　　 ＮＧＣ､ＧＣ:40㎜以上とし特記のない場合は、

　Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ:35㎜以上

　Ⅱ)エンドタブの材質は､母材と同質とする

　　 エンドタブを取り付ける

　Ⅰ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

(ロ) 裏当て金

(イ) エンドタブ

良仮付不良良仮付不良

下向 Ｆ

(ロ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

組立溶接は溶接の始､終端､隅角部など強度上､工作上､問題となり易い箇所は避ける

(イ) 交流アーク溶接機 300A～500A

上向 Ｏ立向 Ｖ

アーク手溶接（ＭＣ）

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ) アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

(ヘ) 溶接棒乾燥器(ハ) サブマージアーク溶接機一式

(ホ) 溶接電流を測定する電流計

(ニ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機

(ロ) アークエアーガウジング機(直流)

の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)

    るように注意して行う。

(c) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

    グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

    等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

(b) 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（４）溶接接合

    但し、ベースプレートの厚さは除く

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(c) 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

（３）高力ボルト接合

（２）工作一般

53※ t>16 ㎜ 場合の溶接は、　 又は　  ～　  とする。

●　　　　 型

S

F.V

t

t

99

F.V

9

F.V

53※ t>16 ㎜ 場合の溶接は、　  ～　  とする。1

1 2

A断面A

4

4
4

4

1※

1※

1

44

1 ※

1 ※

4

4
4

1 ※

4

4

1 ※

4

1※

1※

4

平面詳細

Ａ - Ａ 断面図

Ａ - Ａ 断面図

1 ※

※※

※ ※　印は設計者が記入すること。

※※

※※

※1

※1

1※
1※

※1

スカーラップ部分は
回し溶接する

スカーラップ部分は
回し溶接する

7

4

4

4

※

1 ※

1 ※

1 ※

4

1

1

1

※

7

※

7 ※

※

7※

●B.H方式

溶接姿勢

●BOX型

t

t

に注意のこと

溶接と添板の内側板

大梁が斜めの場合は

フランジが柱のRに 2

2※

※

1 ※

θ= 75°～105°
t>柱フランジのプレート厚

接しないことθ

θ

4

　 及 梁成が異なる場合

● 柱が途中で折れる場合

< 柱材料:BCR295､BCP325を使用する場合 >

1
0
0
以

上

4

7

t

　 フラムの厚み(t)の内部で
　 溶接する事。

当たらぬこと
エンドタブが交互に
２５以上かつ

1
5
0
以

下

4

1※

※4

80以
下R≦2

3

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

※ 溶接記号番号を○中に記入のこと

（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長

（１）隅肉溶接

 溶接棒角度θは30°～40°とする

・9 ㎜～16 ㎜は1パス以上､19 ㎜以上は2パス以上とする

・フレアー溶接長は､鋼板に接する全長とする

プレート

t

S

B

φ θK形の場合

t1t

25㎜以上

L

G

θ=45ﾟ

R≦2

(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)

削り面

θ=45ﾟ

1
a

t2

t1

t

G=0～2G=0～2

G=0～2

f

R≦2

(平継手で板厚が異なる時)

T形突合せ継手余盛

Ｒ≦２

1/3t

2/3t

t

θ=60ﾟ

R≦2

f

f

t1

f

t≦t1

f

θ=60ﾟ

G=0

θ=60ﾟ

D1 D1

St1

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚t2

S

S

 とすることが望ましい

 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする
・tはt1､t2の小なる方とする
・但し片面溶接の場合はS=tとする

8

7

6

5

4

2

1
6

8

7

6

5

4.5

4

12

11

10

9

8

7

25

22

19

16

13

9

SBφ

寸法 (㎜)

9

θt ㎜

8

5

5

9

9

35ﾟ8

5

5

9

9

9

35ﾟ

35ﾟ

F.V

66

6

66

6

45ﾟ

45ﾟ45ﾟ

45ﾟ

LL

L

t1t1

t1

GG

G

θ

θ

GC

GC

MC   NGC

MC   NGC

19<t

12≦t≦19

6<t<12

溶接姿勢

t ㎜

6≦t<12

16≦t

12≦t<16

6<t≦19㎜

t≧19㎜

F.V

t

t

溶接姿勢

溶接姿勢

のど厚t ㎜

t≦4

4

3

2

1

19<t

12<t≦19

4<t≦12

余盛の高さ㎜

12107

14～1611～138～107以下

t≦16㎜

t

t＞16㎜

F.V

6<t<19㎜

溶接姿勢

溶接姿勢

t

Lt1Gθ

9

8

8

8

5

9

9

8

5

99

66

6

6

35ﾟ35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

(使用箇所に注意)

(平継手　Ｔ形継手)

（２）部分溶け込み溶接

（３）完全溶込み溶接

（４）フレアー溶接

（１）材料及び検査

(単位㎜)

※修正箇所は下線を引くこと

２．溶接規準図１．一般事項

Ｓ－４

鉄 骨 構 造 標 準 図（１）

鉄 骨 構 造 標 準 図（１）

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号

鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）
Ｓ－５

※修正箇所は下線を引くこと

３．継手規準図 ,その他

（１）ボルトピッチ (P)

M24

M16

M20

M22

M27

M30

M34 以上

18 40 40 602228

40 60

40 60

22

24

26

32

35

50

55

34

38

44

49

54

9d/5

26

28

32

36

40

4d/3

45

50

55

60 70

(1) (2) (2)(3)の標準 最小 標準(3)

ピッチ　(P)ボルト

穴 径
呼　び

ボ
ル
ト

ア
ン
カ
ー 呼び＋５ アンカーボルト径（ｄ）

最小縁端距離　(e)

(㎜)

〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

40

60

N - 径PL-(2)PL-(1)部　 材タイプ

1

1 1

e
P

e ee e e e e10

e

e
eP

10

N

(両側)

PL-(1) PL-(1)

H-100x50及びH-150x75の場合

< TYPE-3 >

（２）ピン接合梁継手リスト

ボルト穴径・最小縁端距離

符号

PL-(1)

PL-(1)

PL-(1)

PL-(3)

PL-(2)

PL-(2) PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)

N (片側)

N2(片側)

N1(片側)

e e e

e e e

P

P

e

e
e

P
P

10

10

10

（４）ハンチ部の継手

e

Ft1 Ft2

Ft2

Wt2

フランジ及ウェブ厚の差のある場合

フィラプレート併用の事

Wt1

≧1㎜
Wt1-Wt2

Ft1

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による

ｒ：半径 ｔ：板厚

Ft1-Ft2

リブプレート

r>8t以上
ハンチ起点は避けた方がよい

(SCSS-H97による)（３）剛接合梁継手リスト

PL-(2)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

N

N1
N1

B1 B1 B1

B2 B2 B2 B2 B2 B2

e

e

e
e

e
e

e
e

e
e

e
e

e
e

P

P
P

P
P

P
P

P
P

4
5

4
5

4
5

〃
〃

4
5

1
0L L 1
0

40 14070 70
(90) (90)

< TYPE-1 >

B1≦ 250 B1= 300
B1 B2

60

175

200

250

300

350

400

70

80

100

110

140

170

e

e e e

P

P

e
e

e
e e

e
e

e

P

P
PP

P

1
0

1
0

1
0

L
L L

N1

N2 N2

150

D≦150 D≦300

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

PL-(2) PL-(2)
PL-(3)

PL-(1)

PL-(3)

35以上

4

1

1

エレクションピース

B1=350(400)

4

4 4

C タイプB タイプ

A タイプ

A タイプ使用は
柱 D=250㎜以下とする

符 号 部　　材

部　　材

フランジ

フランジ ウェブ

PL-(1)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(2)

N1- 径

N1- 径

N2- 径

N2- 径

PL-(3)

PL-(3)

〔注〕端部をBHとする場合の部材は設計図による

〔注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

ウェブ

ねじの呼び (d)

最　　　　大

最　　　　小
軸径 d1

切板製

ボルト端から取付ボル
ト穴芯のあき (最小)

溶接長さ(最小)

はしあき(最小)

板　 厚

取付けボルト穴径
許容差 +0 , -0.5 ㎜

へりあき

へりあき

(最小)

(最小)

調整ねじの長さ

(1)

(1)

S

e3

t

e2

t

e2

e1

R

平鋼製

取付ボルト

(2)

(2)
種　 類

本　 数

ねじの呼び

板　 厚

JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)又は

JIS B 1180  中 8g 10.9

40

47

4.5

19.0

4.5

22

35

13.0

100

10.64

10.81

M12

1

M12

1 1 1 1 1

M16 M16 M20 M20 M22 M20

2

M14 M16 M18 M20 M22 M24

12.65

12.46

115

17.0

40

28

6

25.0

6

52

50

14.65

14.46

125

17.0

45

28

6

25.0

6

59

55

16.33

16.11

140

21.5

50

34

9

32.5

9

66

60

18.33

18.11

150

21.5

50

34

9

32.5

9

66

75

20.33

20.11

165

23.5

55

38

9

37.5

9

73

85

21.99

21.77

175

21.5

50

38

9

37.5

9

70

85

〔注〕(1) e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい

　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(b) 形鋼ブレース

符 号

PL-(1) N - 径

40

d

d
1

S e3

Pe3

e
2

e1

e1
R

R Rd
1

t
t

1
8

長 さ

長 さ

8

1

1

PL-(1)

PL-(1)

e
2

PL-6

FB-65×9　　中ボルトM16

≒
@6
00 30゜

N

1
5

< TYPE-2 >

形鋼ブレース

（５）柱継手リスト (SCSS-H97による)

(床剛性を考慮する合成床､合成梁のときは構造図参照)

35以上

水平ブレース

16φ =@200
アークスポット溶接

梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法及端部処理　　e≧35㎜

梁上通しの場合

梁上切断の場合

折曲加工既製品面戸(鉄板)

あて板(非金属)あて板(鉄板)

スラブ端部の補足材 補足受材

e

e

e e e

ee

e

50

50 30

e

300以下 600以下

1

1

1

6

1

1

e

50-400

L形鋼

50-200

50-200

50-400

50-400

50-400

50-400

PL-1.6

PL-50×6

PL-1.6 PL-3.2

PL-50×6

L-50×50×6　　@≦600

（７）デッキプレート

（８）露出柱脚

符 号 部　 材

部　 材
アンカーボルト

備　考
径 Ｌ 本数 厚 Ａ Ｂ ｇ

Ｈ－200・100・5.5･8

Ｈ－150・150・7･10
Ｈ－125・125・6.5･9
Ｈ－100・100・6･8

Ｈ－194・150・6･9
Ｈ－148・100・6･9

Ｈ－250・125・6･9

Ｈ－175・90・5･8
Ｈ－150・75・5･7

150

2 12 185 180 100
16 620 2 12 180 100
16 2 12 180 100
16 620 2 12 180 100
16 2 180 100

16 620 2 12 180 100
2

16 620 2 12 180 100
2 180 100
2

20

20
20

730

730
730

16

16

16
16

210
235
260
310

210
255

160
185
210

200

200

120

120

(a) 羽子板ボルト

1

1

1

S

Ｌ

ｇ Ｂ

Ａ

二重ナット等の戻り止め

座金 ベースプレート厚≧１．３ｄ

アンカーボルト孔径≦ｄ＋５㎜

アンカーボルト（定着長さ≧２０ｄかぎ状に折曲げる等の措置）

アンカーボルト径（ｄ）

縁端距離（ボルト孔の径に

アンカーボルト断面積の

応じ表に示す数値以上）

総和≧柱断面積×０．２

羽子板ボルト

（６）鉄筋ブレース (JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540…1982/5541・5542…2003)

( JIS 1198 )

(a) Ｈ形鋼（ピン接合）

スタッド材

16

㎜㎜㎜㎜

溶接後の長さ L頭高さ T頭径 D軸径 d

620

Ｈ－125・60・6･8

 50 ,  80 , 100 , 130

 80 , 100 , 130 , 150

100 , 130 , 150

620

10.0

10.0

620

φ13 ㎜

φ16 ㎜

φ19 ㎜

φ22 ㎜

13.0 22.0

12.7 25.4 7.9

16.0

15.8

29.0

31.7 7.9

19.0

19.0

32.0

31.7

10.0

9.5

22.0

22.2

35.0

34.9

10.0

9.5

形 状

d

d

L

T

（９）頭付きスタッド

（10）梁貫通補強

(b) 固定・半固定　（許容応力度等計算を行わない場合）

・計算で確認された場合は下記の位置､寸法によらなくて良い

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強筋の穴径を示す

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

D

D
D

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

10 10

φφ
'

φ
'

φ
'

2
φ

'

2φ

10 10

φ

φ

注）表は3.(1)の（ｅ）欄に示す

プレート補強(片面又は両面)

リブプレート補強パイプ補強(小径の場合)

スタッド材の標準形状・寸法

プレート補強の板厚

呼び名

符 号

スリーブ径 補　強　板

 80 , 100 , 130

補強板不要φ≦ 0.15D

φ≦ D/4

φ≦ D/3

φ≦ 0.4D

Web板厚以上（片面）

Web板厚x1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

パイプとプレート補強(片面)

貫通孔の間隔

ベースプレート

・梁端部(スパンの　 /10以内かつ2D以内)は避ける

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

Y1
a

Y2a

1,
69

0
3,

00
0

Y3

Y2

1
,6

00

5
,5

00

2
,5

0
0

3,
00

0

Y3

Y0

Y1

Y2

1,
4
00

3,000 1,850 1,550 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550

X3 X7X6X5X4X1

61
0

杭伏図
Ｓ－６

Ｓ＝１／１００杭伏図

79
0

1,200 1,200 210 210

1,200 1,200 210

1,200

600 600

13
5

40
0

21
0

40
0

21
0

40
0

21
0

210 210

40
0

杭仕様

符号 記号 杭天端 杭先端 杭全長

GL-

GL- GL-

・ 工　法　：セメントミルク工法

Raｾｯﾄ数

kN/本

kN/本

 2

 6

1000

1000

GL-
1.90m

1.60m

8.90m

8.60m

下　　杭

φ450-600

(A種-D13,L=7m)

φ450-600

(A種-D13,L=7m)

P1

P2

GL- GL-

kN/本
1000

φ450-600

P11 2.10m 9.10m

7m

7m

7m

(C種,L=7m)

10

PRC節杭(BF-DAM105同等品)

PRC節杭(BF-DAM105同等品)

PHC節杭(BF同等品)

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

基礎伏図
Ｓ－７

EXP.J

F2 F2

F1 F1 F1

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

FG1a

FG1a

FG1 FG1

FG1

FG2

FG
3

F
G3

F
G4

FG
3a

梁ﾌｶｼ

FS1

F
CG

1

F
CG

1

F1

F13

Y1
a

Y2a

1,
69

0
3,

00
0

Y3

Y2

1
,6

00

柱芯

柱芯

柱芯

t=250 GL-500
基礎(既存)

GL-1500
基礎(既存)

GL-1500
基礎(既存)

1300×1300
GL-1500

基礎(既存)

5
,5

00

2
,5

0
0

3,
00

0

2
10

21
0

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2

1,
4
00

3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

特記事項

(EV棟)

F11

FS11

FS12

FS11

F14

F1A

基礎底

GL-2.0m

F2A

2,260210 530

F
G3

a

基礎底

GL-2.0m

1,
5
00

8
00

2,000

2,000

GL-1500
基礎(既存)

FCS11

FCS11
FCS11

1400×1400
GL-1600

基礎(既存)

2,
29

0
1
,0

00
61

0

F12FS11

FCS12

FG
12

FG
12

FG11

FG11

FB
11

FCG1
1

FCG11

FCG11

FCG11

・基礎底及び耐圧版底の深さはGL-2.2mとする

・特記なき地中梁天端はGL-0.4m とする

・地中梁の下端はGL-2.2m（耐圧版下端）まで増打とする

・耐圧版の上部はGLまで埋め戻す。

特記事項

(渡りﾛｰｶ棟)

基礎伏図 Ｓ＝１／１００ ・　　　　　　印は土間コンクリートを示す（詳細については意匠図による）

・記入外基礎底の深さはGL-1.7mとする

・特記なき地中梁天端は、GL-0.3m とする

・配管ﾋﾟｯﾄ下の床は土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打ちとする

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

(1S2)

・（　　）内ｽﾗﾌﾞ符号は、1階床を示す

・FG1a、FG3aの梁天端はｽﾗﾌﾞ(1S2)の天端まで増打すること

2,000

1,
80
0

1,
80
0

2,00
0

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一2025.03.11　適判指摘により訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30

鹿児島市建設局建築部建築課

基礎リスト（１）

Ｓ＝１／３０

台柱天端

設計GL

柱芯

杭天端

1
10

1,
7
00

6
0

50
1,

00
0

70
0

10
0

40
0

3
00

100 100

20
d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

F1,F1A

<
2,

0
00

>

<1
,0

00
>

<
70

0
>

＜　＞内は F1A を示す

F2,F2A

台柱天端

設計GL

杭天端

1
10

1,
7
00

6
0

50
1,

00
0

70
0

10
0

40
0

3
00

<
2,

0
00

>

<1
,0

00
>

<
70

0
>

＜　＞内は F2A を示す

柱芯

柱芯

20d

575 575

1,150

1,
15

0

57
5

57
5

575 575

1,150

ﾍﾞｰｽ筋 6-D16

ﾍﾞ
ｰｽ

筋
 
6-

D1
6

ﾊｶﾏ筋  6-D13

ﾊｶ
ﾏ筋

  
6-

D1
3

柱芯

38
5

1
90

57
5

57
5

1,
15

0

ﾍﾞｰｽ筋 6-D16

ﾊｶﾏ筋  6-D13

ﾍﾞ
ｰｽ

筋
 
6-

D1
6

ﾊｶ
ﾏ筋

  
6-

D1
3

柱芯

100 100

20
d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

575 575

1,150

柱芯

1,
15

0

57
5

57
5

20d

20d 20d

柱芯

575 575

1,150

20d 20d

20d20d

柱芯

575 1,200 1,200 575

3,550

20d20d

ﾍﾞ
ｰｽ

筋
 
7-

D2
2

ﾍﾞｰｽ筋 18-D16

F11

台柱天端

設計GL

柱芯

杭天端

11
0

6
0

5
0

1
,0

00

1
00

100
100

2
0d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

1,775 1,775

3,550

20d20d

2,
20

0

1
,2

00

8
00

40
0

基礎リスト（１）

ﾊｶﾏ筋  18-D13

10
0

Ｓ－８
図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一2025.03.11　適判指摘により訂正

ﾊｶ
ﾏ筋

  
6-

D1
6



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30

鹿児島市建設局建築部建築課

Ｓ＝１／３０

F12

柱芯5
75

57
5

1
,1

5
0

3
85

19
0

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
筋

 7
-D

2
2

20d20d

ﾍﾞｰｽ筋 18-D16

柱芯

575 1,200 1,200 575

3,550

20d20d

ﾊｶﾏ筋  18-D13

台柱天端

設計GL

柱芯

杭天端

1
10

6
0

50
1,

00
0

10
0

100
100

20
d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

1,775 1,775

3,550

2
,2

00

1,
20

0

80
0

4
00

F13

柱芯

1
,1

5
0

5
75

57
5

柱芯

575 1,200 575

2,350

600 600

ﾊ
ｶﾏ

筋
 
 6

-D
1
3

20d

20d

20d

20d

ﾍﾞｰｽ筋 12-D16

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
筋

 6
-D

1
9

ﾊｶﾏ筋  12-D13

台柱天端

設計GL

柱芯

杭天端

1
10

6
0

50 10
0

100
100

2
0d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

4
00

1,175 1,175

2,350

1,
2
00

1,
00

0

2
,2

00

60
0

基礎リスト（２）

1
00

1
00

基礎リスト（２）
Ｓ－９

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
2025.03.11　適判指摘により訂正

ﾊ
ｶﾏ

筋
 
 6

-D
1
6



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30

鹿児島市建設局建築部建築課

10
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ止め板

HOOP D10@150

断 面

本 数

符 号

杭 径

P1,P2

Ｓ＝１／３０杭頭補強リスト

結合方式 中詰め

補強筋

76
0

7
60

8
00

450

8-D19

中詰め

450

P11

6-D19

450

210

Ｓ＝１／３０基礎リスト（３）

F14

柱芯

柱芯

575 1,200 575

2,350

20d20d

ﾍﾞｰｽ筋 12-D16

ﾊｶﾏ筋  12-D13

20d20d

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
筋

 8
-D

2
2

44
0

1
35

5
75

57
5

1
,1

5
0

台柱天端

設計GL

柱芯

杭天端

1
10

60
50 10

0

100
100

2
0d

各1-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

4
00

1,175 1,175

2,350

2
,2

0
0

1
,4

0
0

80
0

4
00

1
00

FCS11

1,500 100

11
0

6
0

5
0

設計GL

2
,2

0
0

3
00

1,
50

0
4
00

Y2

35d

D13@200(D)

D16@100(D)

F11

ﾌｶｼ部

FCS12

100

Y1

ﾌｶｼ部

35d

D13@200(D)

D13@200(D)

11
0

2
,2

0
0

6
0

5
0
3
00

1,
50

0
4
00

設計GL

FCG11

F12

Ｓ－１０
基礎リスト（３）、杭頭補強リスト

FCG11

0～800

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

ﾊ
ｶﾏ

筋
 
 6

-D
1
6

2025.03.11　適判指摘により訂正

（1,800）

（1,800）は Y2a 通りを示す



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30

（t）
符 号

厚 さ
位 置

短 辺 方 向 長 辺 方 向

全 断 面 全 断 面
備 考

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

ダブルモチアミ

ダブルモチアミ

5
0

1-D13

L1

L1

6
0

11
0

設計GL L1

L1

 5-D22

 5-D22

□-D13 @150

 6-D13

 5-D22

 5-D22

□-D13 @150

 6-D13

 5-D22

 5-D22

□-D13 @150

 6-D13

 5-D22

 5-D22

□-D13 @150

 6-D13

 6-D22

 6-D22

□-D13 @150

 6-D13

・巾止メ筋はD10@1000以下とする

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

断 面

位 置

符 号

腹 筋

Ｓ＝１／３０

FG1

全断面

・梁二段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

100 100350

全断面

FG1a

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

100 100350

31
5

35
d

2-D19

2-D10

-D10@150 ﾌｶｼ部

FG2

X7  端X6  端、中 央

□-D13 @150

 6-D13

 5-D22

 5-D22

 3-D22

 3-D22

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

100 100350

全断面 全断面

FG3 FG3a

全断面

FG4

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

100 100350 100 100350

11
0

60
50

設計GL

1,
20

0
30

0

100 100350

31
5

35
d

2-D19

2-D10

-D10@150 ﾌｶｼ部

D10D13@200 D10D13@200

D10@200 D10@200

FS1

1,
2
50

150

t

3
15

ﾌｶｼ部

地中梁リスト（１）

50

L1

L1

6
0

11
0

設計GL

ﾌｶｼ部

2,
2
00

EV棟渡りﾛｰｶ棟

埋め戻し土

ｔ

＜配管ﾋﾟｯﾄ＞

Ｓ－１１
鹿児島市建設局建築部建築課

地中梁リスト（１）、耐圧版リスト

1S2 1S2

1S2

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

＜EVﾋﾟｯﾄ＞

2
50

1S2

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

FS11

FS12

300

300

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200
ダブルモチアミ

ダブルモチアミ

上端筋

下端筋
ダブルモチアミFS1 250

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

150

D10D13@200

D10@200D10D13@200

D10@200

D13@200

D13@200

D13@150

D13@150
伏図－方向 伏図｜方向

スラブ、耐圧版リスト

R～1S1

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30

鹿児島市建設局建築部建築課

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ配筋図 Ｓ＝１／３０

D10@200(S)

1
50

Ｓ＝１／３０腰壁配筋図

※印寸法は、意匠図による

全断面

FCG1

□-D10 @200

 2-D19

 2-D19

11
0

60
5
0

設計GL

100 100

50
0

250

30
0

1
00

台柱天端

設計GL

3
00

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

35
d

B.PL下端 2
70

無収縮ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)30
2-D13(HOOP巻)

D10@100(HOOP巻) 4-D13

各2-D134-D13

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ配筋図 Ｓ＝１／３０

1
10

6
0

50

設計GL

1
,2

00
3
00

100 100350

1-D13

D10@200(S)
縦筋横筋

地中梁天端

35
d

※

11
0

60
5
0

設計GL

1
,2

00
3
00

100 100350355

290 60

X6

FS1

各1-D10

-D10@150

ﾌｶｼ部

Ｓ＝１／３０FG3 ﾌｶｼ部配筋図

<4
00

>

全断面

FG11

全断面

FG12

 5-D22

 5-D22

□-D13 @200

 8-D13

1
10

6
0
5
0

設計GL

350

1,
6
00

4
00

 5-D22

 5-D22

 8-D13

  -D13 @100

設計GL

1,
6
00

4
00

400

全断面

FB11

□-D10 @200

 3-D19

 3-D19

 8-D10

設計GL

350

1,
6
00

4
00

全断面

FCG11

□-D13 @200

設計GL

350

1,
6
00

4
00

・巾止メ筋はD10@1000以下とする
Ｓ＝１／３０

・梁二段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする

地中梁リスト（２）

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

断 面

位 置

符 号

腹 筋

<3
70

>

ﾌｶｼ部 ﾌｶｼ部 ﾌｶｼ部

設計GL

350

1,
60

0
40

0

3
5d

-D10@200

ﾌｶｼ部

ﾌｶｼ部

Ｓ＝１／３０FG11 梁下ﾌｶｼ部配筋図

他地中梁下ﾌｶｼ部も準ずる

地中梁天端

透湿ｼｰﾄ

＜　＞内は、渡りﾛｰｶ棟を示す

Ｓ－１２
地中梁リスト（２）

2
00

1
10

6
0
5
0

2
00

1
10

6
0
5
0

2
00

1
10

6
0
5
0

2
00

1
10

60
5
0

2
00

3-D19

3-D19

3-D19

（EV棟のみ)

<
10

0
>

渡りﾛｰｶ棟のみ

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

 5-D22

 5-D22

 8-D16

腹筋は台柱に35d定着すること

2025.03.11　適判指摘により訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

EXP.J

EXP.J

E  V

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

5,
50

0

2,
5
00

3
,0

0
0

2
10

21
0

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2

EXP.J

1
,9

70

Y1
a

1
,6

90
3
,0

0
0

21
0

2,
79

0

21
0Y3

Y2
柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

1,
40

0

1,
60

0

Y2a

CG35

CG35

B
17

G34M

G3
5

CG20

CG20

B1
7

B1
7

C256

C256

61
0

1,
00

0

7
90

2
,2

90

2
,7

10

G34M
C259a

C259a

C259a C259a

C259 C259

CG25

CG25

B2
0

3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

2
,7

20
3
,2

40
3
,7

20
3,

72
0

2,
65

0
25

0

4
,0

7
0

3,
75

0
3,

65
0

3,
68

0
1,

6
50

設計GL

(高層部)

(低層部)

設計GL

水上

水下

X3 X7X6X5X4X1X0

X2

S1
S1

S1

S1

S1
S1

１階柱１階梁床伏図

C252a

C252a

Ｓ＝１／１００１階柱１階梁床伏図

特記事項

・小梁位置はスパン内でおよそ等分する事

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

・ｽﾗﾌﾞS1はRCｽﾗﾌﾞとし、主筋方向は伏図ー方向とする

EV棟RFL

EV棟RFL

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

G
35

C252a

C252a

S1

Ｓ－１３

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

S1

S1

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

B
17

a B
17

a

G3
5

2025.03.11　適判指摘により訂正



S1

一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

61
0

1
,0

00

79
0

2,
29

0

2,
71

0

EXP.J

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

5
,5

00

2
,5

0
0

3,
00

0

21
0

21
0

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2

1,
69

0
3,

00
0

21
0

2
,7

90

21
0Y3

Y2
柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

1,
97

0

Y1a

1
,4

00

1
,6

00

Y2a

EXP.J

CG35

CG35

B1
7

G34M

G
35

CG20

CG20

B
17

B1
7 C252

C252

C256

C256

G34M

E  V

B20

G35

G35

G35G35

G35

G
35

C259a

C259a

C259a

C259a

C259
C259

G
35

CG
20

CG
20

B20

CG25

CG25

G4
0

EXP.J

3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

2,
72

0
3,

24
0

3,
72

0
3
,7

20
2,

6
50

2
50

4,
07

0
3,

7
50

3,
6
50

3
,6

80
1
,6

5
0

設計GL

(高層部)

設計GL

水上

水下

X3 X7X6X5X4X1X0

X2

S1
S1

S1

S1

S1
S1

１階柱２階梁床伏図

Ｓ＝１／１００１階柱２階梁床伏図

特記事項

・小梁位置はスパン内でおよそ等分する事

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

・記入外床は DS1(構造ﾃﾞｯｷ)とし、方向は伏図｜方向とする

・ｽﾗﾌﾞS1はRCｽﾗﾌﾞとし、主筋方向は伏図ー方向とする

B2
0

EV棟RFL

(低層部)
EV棟RFL

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

(G
3
5)

風
除

室
床

梁

S1

G3
5

DS1

C252a

C252a

Ｓ－１４

・(G35)は風除室梁を示す

S1

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

G3
5

B1
7a

B1
7a

2025.03.11　適判指摘により訂正

B20a

B20a



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

EXP.J

EXP.J

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

5,
50

0

2
,5

00
3,

00
0

2
10

21
0

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2
1,

69
0

3,
00

0

21
0

2,
79

0

21
0Y3

Y2
柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

1
,9

7
0

Y
1a

1,
40

0

1,
60

0

Y2a

EXP.J
CG20

CG20

B1
7

CG35

CG35

B
17

G34M

G3
5

B
17 C252

C252

G3
5

61
0

1,
0
00

7
90

2
,2

9
0

2
,7

1
0

G34M

E  V

B20

B20
B20

G35

G35

G35G35

G35

G
35

G
35

C259
C259

C252

C252

G3
5

C259

C259

C259

C259

CG
20

CG
20

B20

CG25

CG25

B2
0

3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

2
,7

20
3
,2

40
3
,7

20
3,

72
0

2,
65

0
25

0

4,
07

0
3,

75
0

3,
65

0
3,

68
0

1
,6

50

設計GL

(高層部)

(低層部)

設計GL

水上

水下

X3 X7X6X5X4X1X0

X2

S1
S1

S1

S1

S1
S1

２階柱３階梁床伏図

Ｓ＝１／１００２階柱３階梁床伏図

特記事項

・小梁位置はスパン内でおよそ等分する事

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

・記入外床は DS1(構造ﾃﾞｯｷ)とし、方向は伏図｜方向とする

・ｽﾗﾌﾞS1はRCｽﾗﾌﾞとし、主筋方向は伏図ー方向とする

EV棟RFL

EV棟RFL

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

風
除

室
床

梁

S1
DS1

G3
5

(
G3

0
)

Ｓ－１５

S1

・(G35)は風除室梁を示す

S1

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

B1
7a

B1
7a

C256

C256

2025.03.11　適判指摘により訂正



3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

2,
72

0
3,

2
40

3,
7
20

3,
72

0
2
,6

5
0
25

0

4
,0

70
3
,7

5
0

3
,6

5
0

3,
68

0
1,

65
0

設計GL

(高層部)

(低層部)

設計GL

水上

水下

X3 X7X6X5X4X1X0

X2

一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

5,
50

0

2,
50

0
3
,0

00

21
0

2
10

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2

1
,6

90
3
,0

00

2
10

2,
79

0

2
10Y3

Y2
柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

1,
9
70

Y1a

1,
60

0

1,
40

0

Y2a

CG20

CG20

B1
7

6
10

1,
00

0

79
0

2
,2

90

2
,7

10

B
17

EXP.J

B1
7

CG29
M

CG29M

G29M

G2
9
M

G29M

G3
0

C252

C252

C259

C259

EXP.J

E  V

EXP.J

B20

B20
B20

C259
C259

C259

C259

C259

C259

C
G2

0

C
G2

0

B20

CG25

CG25

B2
0

G30G30

G3
0G3

0

G29M

G
29

M

C259

C259

S1
S1

S1

S1

S1
S1

３階柱４階梁床伏図

特記事項

・小梁位置はスパン内でおよそ等分する事

Ｓ＝１／１００３階柱４階梁床伏図

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

EV棟RFL

EV棟RFL

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

・記入外床は DS1(構造ﾃﾞｯｷ)とし、方向は伏図｜方向とする

・ｽﾗﾌﾞS1はRCｽﾗﾌﾞとし、主筋方向は伏図ー方向とする

風
除

室
床

梁

S1
DS1

(G
3
0)

G
30

G30

G30

Ｓ－１６

S1

・(G35)は風除室梁を示す

S1

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

B
17

a B
17

a

2025.03.11　適判指摘により訂正



3,000 1,850 1,550 2,000 1,000 3,000

X2

4,900

X3 X7X6X5X4

一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

EXP.J

3,250 14,500

5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

X3 X7X6X5X4X1X0

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

5
,5

00

2,
50

0
3,

0
00

21
0

21
0

柱芯

柱芯

柱芯

Y3

Y0

Y1

Y2

1,
69

0
3,

0
00

21
0

2
,7

90

21
0Y3

Y2
柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

1,
97

0

Y1a

1
,6

00

1
,4

00

Y2a

CG20

CG20

B
17

61
0

1
,0

00

79
0

2,
29

0

2,
71

0

B1
7

EXP.J

B1
7

CG29
M

CG29M

G
30C252

C252

C259

C259G30

G30

G25

B
20

CG20

CG20

C259

C259

710

CS1

B20

B20
B20

C259C259

CG
20

CG
20

C259

C259

G
24

M

G2
5

G25

G25G25

G
25 CS1

CS1

550 550

EXP.J

3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

2,
72

0
3,

24
0

3,
72

0
3
,7

20
2,

6
50

2
50

4,
07

0
3,

7
50

3,
6
50

3
,6

80
1
,6

5
0

設計GL

(高層部)

(低層部)

設計GL

水上

水下

X3 X7X6X5X4X1X0

X2 ４階柱Ｒ階梁床伏図

(高層部G25)

渡りﾛｰｶ棟 EV棟

Ｓ＝１／１００

特記事項

４階柱Ｒ階梁床伏図

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

・特記なき床の主筋方向はー方向とする

EV棟RFL

EV棟RFL

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

C259
G25

(高層部G25)

(高
層

部
G2

4M
)

C259

(
高

層
部

G
25

)
G2

5

B1
0W

B1
0W

B
14

M

B20

G
30

低層部屋根

CS1

Ｓ－１７

高層部

・小梁位置はスパン内でおよそ等分する事、ただしRF高層部の位置はEV意匠図による

・ｽﾗﾌﾞは全てRCｽﾗﾌﾞとし、符号は S1 とする

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

B1
7
a B1

7
a

2025.03.11　適判指摘により訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

特記事項

・柱の継手は完全溶け込み溶接とし、継手位置は施工性、運搬を考慮し決定すること

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

各通り軸組図（１）
Ｓ－１８

C256

C252

C252

C252 C259

C252 C259

CG35

G34M
CG20

CG35 G34M
CG20

CG29M G29M
CG20

CG29M G30
CG20

3,250 5,100 3,400 3,000 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210 210

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

X3 X7X6X5X4X1X0

2,
10

0
3
,7

1
0

3,
72

0
3
,7

20
3,

82
0

2
,7

20
3
,2

40
3
,7

2
0

3,
72

0
2
,6

50
2
50

77
0

設計GL

鉄骨天端(水上)

鉄骨天端(水下)

鉄骨天端
(渡り廊下)

19
5

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

EXP.J

EXP.J

4,
07

0
3
,7

50
3
,6

50
3,

68
0

1
55鉄骨天端

1
55鉄骨天端

1
55鉄骨天端

鉄骨天端

15
0

800 800 800 800

EXP.J

C259a C259a

C259

C259 C252

C259

C259 C259

C259

C259 C259

C259 C259

FG1

CG25

G35 G35

CG25

G35 G35

CG25

G29M G30

CG25

G25 G25

G34M
CG20

CG35

15
5

鉄骨天端

1
55

鉄骨天端

15
5

鉄骨天端

鉄骨天端

200

設計GL

B.PL下端

37
0

B.PL下端

Ｓ＝１／１００Y1 通り配筋図

X2

27
0

JJ JJ

200

200

F2A
F2 F2

1
,0

00
70

0

1
,7

0
0

FG1

1,
0
00

1,
00

0

C252a

15
5

J J

800800

EV棟RFL(低層部)

EV棟4FL

EV棟3FL

EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

C252a

F14

FG11

FCG11

F12

2
,2

0
0

1,
4
00

80
0

1,
0
00

1
,2

00

FCG11

ﾌｶｼ部 ﾌｶｼ部 ﾌｶｼ部

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

C256

C256

2025.03.11　適判指摘により訂正

鉄骨天端

15
0

CG20

G25

800800650550550

J JJ J J

EV棟RFL(高層部)

1
,8

00

2025.04.14　構造審査指摘により高さ訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

各通り軸組図（２）

J

C256

C256
C252

C252

C252 C259

C252 C259

CG35
G34M

CG20

CG35 G34M
CG20

CG29M

G29M
CG20

CG29M G30
CG20

C259 C259

C259

C259

C259

C259

C259

C259

C259 C259

CG25

G35

CG25

G35

CG25

G30

CG25

G25

C259a C259a

C259 C259 C252

C259 C259 C259

C259 C259 C259

G35 G35

G35 G35

G30 G30

G25 G25

3,250 5,100 3,400 3,000

200 4,900 1,850 1,550 210

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

X3 X6X5X4X1X0

Ｓ＝１／１００Y2 通り配筋図

2
,1

00
3
,7

10
3,

72
0

3,
72

0
3
,8

20

2
,7

20
3
,2

40
3
,7

20
3
,7

2
0

2
,6

50
2
50

77
0

設計GL

鉄骨天端(水上)

鉄骨天端(水下)

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

鉄骨天端
(渡り廊下)

19
5

鉄骨天端
(渡り廊下)

1
95

B.PL下端

37
0

4,
07

0
3,

7
50

3
,6

50
3
,6

80

15
5鉄骨天端

1
55鉄骨天端

15
5鉄骨天端

鉄骨天端

15
0

設計GL

B.PL下端

X2

800 800 800 800

EXP.J

EXP.J

EXP.J

CG35 G34M
CG20

X7

3,000

2
70

G40

G35

G29M

G24M

1
55

鉄骨天端

1
55

鉄骨天端

1
55

鉄骨天端

鉄骨天端

200

3,000 3,000

210 210

柱芯 柱芯 柱芯

X7X6X5

Ｓ＝１／１００Y3 通り配筋図

27
0

1
55

15
5

1
55

15
0

鉄骨天端

鉄骨天端

鉄骨天端

鉄骨天端

設計GL

B.PL下端

4,
07

0
3,

7
50

3
,6

50
3
,6

80

800 800 800800

15
,1

50

J J

J J

J J

J J

200

200

FG2FG1a

1,
00

0
1
,0

0
0

F1A
F1

1,
00

0
70

0

1
,7

00

FG4

3
15

ﾌｶｼ部

F1 F1

1
,7

00

1,
00

0
70

0

FG1FG1a

31
5

ﾌｶｼ部

特記事項

・柱の継手は完全溶け込み溶接とし、継手位置は施工性、運搬を考慮し決定すること

・EXP.Jの幅は200mm以上とする

J

15
5

800 800

C252a

EV棟RFL(低層部) EV棟RFL(低層部)

EV棟4FL EV棟4FL

EV棟3FL EV棟3FL

EV棟2FL EV棟2FL

渡りﾛｰｶ棟4FL

渡りﾛｰｶ棟3FL

渡りﾛｰｶ棟2FL

渡りﾛｰｶ棟1FL

C252a

F1

F13

FG11

F11

2
,2

00

1
,2

00
1
,0

0
0

FCG11

1,
00

0
1
,2

00

FCG11

ﾌｶｼ部ﾌｶｼ部 ﾌｶｼ部

Ｓ－１９
図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

C256

2025.03.11　適判指摘により訂正

CG20 G25
鉄骨天端

1
50

650550550

JJ J

EV棟RFL(高層部)

1,
80

0

2025.04.14　構造審査指摘により高さ訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課
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一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

1/100
有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

各通り軸組図（４）
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・EXP.Jの幅は200mm以上とする

EV棟RFL(低層部) EV棟RFL(低層部)

EV棟4FL EV棟4FL

EV棟3FL EV棟3FL

EV棟2FL EV棟2FL

C252a C252a

Ｓ－２１
図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

G2515
0

鉄骨天端

8001,150800

J JJ

EV棟RFL(高層部)

1,
80

0

16
,9

5
0

2025.04.14　構造審査指摘により高さ訂正



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1/30鉄骨部材リスト（EV棟）

大梁リスト

柱リスト

符 号

片持梁リスト

Ｈ型鋼サイズ
備 考符 号
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図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
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一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩
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Ｓ＝１／３０台柱・柱脚リスト

□-250×250×12

5
5

31
0

55

55 310 55

42
0

420

3
2

30
1
50

65
0以

上

5
0

610

61
0

55
31

0
5
5

55 310 55

42
0

420

3
6

3
0
1
50

65
0以

上

630

63
0

50 270 5050 260 50

50

φ
55

φ
55

ベースパック 25-09V ベースパック 25-12V

630×630

420×420×36420×420×32

610×610

D13@100(SD295) D13@100(SD295)

12-D19(SD345) 12-D19(SD345)

4-M39(BPM-SD490)4-M36(BPM-SD490)

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

フープ筋

立上り筋

コンクリート柱断面

アンカーボルト

ベースプレート

柱部材

柱脚記号

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

フープ筋

立上り筋

コンクリート柱断面

アンカーボルト

ベースプレート

柱部材

柱脚記号

符 号 符 号C259 C259a

21N/mm 以上
2

21N/mm 以上
2

90
以

上

9
0以

上

C252a、C256

□-250×250× 9 □-250×250×9

台柱・柱脚リスト
Ｓ－２３
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H-175×90×5×8 PL-6

一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩
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H-350×175× 7×11

H-340×250× 9×14

H-300×150×6.5×9

H-294×200× 8×12

C256

C259

部 材 備 考

□-250×250×16

□-250×250×12

□-250×250× 9

CG20

CG29M

CG35 H-350×175× 7×11

H×B×t1×t2

工場溶接H-200×100×5.5×8

H-294×200× 8×12

G40a H-400×200× 8×13

使用鋼材 SN400B

H.T.BはF8Tとするが、継手仕様（添板、ﾎﾞﾙﾄ

C252,C252a

C256

渡りﾛｰｶ棟1FL

渡
り

ﾛ
ｰｶ

棟
2
FL

迄
 3

,
24

0

1,150

F14

11
0

2,
20

0

60
5
0

1,
40

0
8
00

10
0 杭天端

F13

1,150

ﾌｶｼ部

FG12

FCS11

20
0

1,
60

0
40

0

30
0

1,
90

0

部材は全て溶融亜鉛メッキ処理とし、H.T.Bは F8Tとする
鉄骨部材リスト（渡り廊下）

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一

50
8
0

5
0

50 80 50

45
0

450

3
2

30
13

5

6
50

以
上

5014050

620

62
0

5
0

80 190

19
0
80

φ50

620×620

450×450×32

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

フープ筋

立上り筋

コンクリート柱断面

アンカーボルト

ベースプレート

柱部材
□-250×250×16

ベースパック 25-16V

D13@100(SD295)

12-D19(SD345)

8-M33(BPM-SD490)

2

柱脚記号

符 号

21N/mm 以上

9
0以

上

□-250×250×12

C256,C252a

Ｓ＝１／３０台柱・柱脚リスト

小梁リスト

継手ﾀｲﾌﾟ符 号 使 用 部 材

使用鋼材 SS400

PL-（1） Ｎ-径

5

5

e p e

e e

①

①

e

e

Ｎ

Ｎp

p

p

6
0

60

下フランジ片側を

下フランジ片側を

カットする

カットする

PL－（1）

PL－（1）

ﾀｲﾌﾟA

ﾀｲﾌﾟB

小梁継手形状

2-M16PL-6H-175×90×5×8B17 B

B17a A
2×2-M16

ﾋﾟｯﾁ60mm

1
50

2-D13

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄφ16 L=80mm @200

Ｓ＝１／３０

配力筋 D10@200(D)

主筋 D10D13@200(D) 20

100

1-D13

R～1S1 配筋要領図

-ｽﾗﾌﾞ筋と同径同ﾋﾟｯﾁ

伏図｜方向

伏図ー方向

本数）はEV棟と同じとする
G35

H-350×175×7×11

90
90

2PL-6×260×170

(H.T.B 3×1-M20)

外)PL-9×175×290

内)2PL-9×70×290

（H.T.B 2×2-M20）

G34M

H-340×250×9×14

PL-25 PL-25

2025.03.11　適判指摘により訂正

PL-40 PL-40



一級建築士事務所　 知事登録 第 1-2-53 号 福平中学校校舎17号棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置その他本体工事

鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍ
ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

2024年10月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

設計

施工

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90

以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W
J

30
以

上
90

h寸
法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 標準ﾌ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

２

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

2CO ガスシールドアーク溶接※

低水素系被覆アーク溶接

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ22 標準ﾌﾚｰﾑ

２

３．５

ベースパック柱脚工法　標準図

参考

柱脚工法設計・施工標準図
Ｓ－２５

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
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鹿児島市建設局建築部建築課

有村和浩建築設計事務所

一級建築士所　第 258086 号

有村和浩

1.   設　　　　計

4.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）
溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

養　生9

5

8

7

開口部補強6

（図５）

50mm以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋

30

（図４）

ｽｰﾊﾟｰE

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

EZ50

敷込み・仮止め

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（図２）

4

3

2

割付け計画1

ﾋﾟｯﾁ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

（図１）

大梁

デッキ山部

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

（150mm以上）

200mm以上

寸法はφ6-150x150を示す

横筋

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

30mm

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

<異形鉄筋>

重ね代45d以上

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

小口ふさぎ

デッキ受材

(7)デッキ長手方向梁継手部

コンクリート

(8)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

現場切断
（幅調整板）

ａ－ａ断面図FB65x6等
ﾃﾞｯｷ受材

コンクリート

デッキ受材
ＦＢ６５x6等

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は
異形鉄筋

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

溶接金網又は

幅調整板

200mm以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(6)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

(4)建物内部デッキ長手方向

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

50mm以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

(1)建物外周部デッキ長手方向

壁

コンクリート

小口ふさぎ

壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

5-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

は異形鉄筋

Ｅデッキ
Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

7,350

1.2mm

11,025

（単位：Ｎ）

1.6mm

（接合部で幅調整をしてはならない。）

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

（単位：Ｎ）

1.0mm

2,850 5,300

1.6mm

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接径（mm）

接

件
条

準
溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.0～1.6

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン

EZ50

板 厚
（ｍｍ）

山上コンクリート厚さ

3.07

3.35

3.332.48

3.622.71

3.232.43

3.562.65

3.142.39

3.492.60

3.062.34

3.432.56

3連梁2連梁単梁 単梁 単梁 単梁

1.0

1.2

1.6

（単位：m）

1　算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準」に準拠しています。

2　単純支持条件の場合は「単梁」の欄を、連続支持条件の場合は「2連梁」

※注意

1.0mm

4,500

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

SPW 4,500

1.0mm

11,025

1.6mm

7,350

1.2mm

1.2mm

4,000

(9)デッキ長手方向段差部 (10)デッキ幅方向段差部

2.903.062.35 2.972.30 2.892.26 2.812.22

3　耐火要求のない場合又はロックウール被覆耐火構造（２．耐火設計参照：

することができます。

アークタイム（sec）

EZ75 3.90

4.16

4.053.24

4.423.53

3.943.18

4.363.47

3.843.12

4.313.41

3.743.07

4.253.35

1.0

1.2

1.6

3.733.723.06 3.623.00 3.522.95 3.432.90

品名

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

カタログ及び設計・施工便覧による。

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

項目 溶接方法

デッキプレート幅方向

板厚1.2mm以上）とする場合は、山上コンクリート厚さを50mm以上と

「3連梁」欄の数値をご使用下さい。（支持スパンのとり方は右図を参考）

タイプ

B

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所

（小梁） 各谷1箇所

中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（図１）

EZ50

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

普通コンクリート      　 

φ6-150

D10-200

SEｽﾍﾟｰｻｰ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

コンクリート

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

設計基準強度 (N/mm )

　 びょう打ち

（   18） ※Fc18はEZ50耐火認定仕様に注意！

50

95 ※耐火認定仕様は，80以上

【注意】

梁との接合形式

板厚および表面処理
※板厚1.0mmはめっき仕様のみ

表面処理板厚 (mm) 仕様 種類の記号 *1

1.2 なし

塗装

めっき

1.6 なし

塗装

めっき

1.0 めっき

*2

Z12

その他[　　　　]   

*2

Z12

その他[　　　　]   

Z12

その他[　　　　]   
SDP2G

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G4種の防錆性を有した塗料

*2 JIS K5621(2008)

*1 JIS G3352

（注）

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

3.01

3.28

3連梁

2.85

3.84

4.10

3.68

2.95

3.22

3連梁

2.79

3.79

4.05

3.63

2.90

3.16

3連梁

2.74

3.74

4.00

3.59

2連梁 2連梁 2連梁

EZ75  

Z27 K18

Z27 K18

Z27 K18

21 24

60 70 80 85 90

[        ]　100

φ6-100

 [                             ]

SEﾊﾝｶﾞｰ

小口ﾌｻｷﾞ

 [                  ]

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰ
SEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

EZ50
ｽｰパｰE

デッキプレート形状・寸法 システム部品

EZ75

EZ50

75

600

600

50

175 125

180 120

125 175

115 185

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

合成デッキ

（単純支持）
30

鉄骨梁
50

30

スパン

溶接金網又は

（普通）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

50

鉄骨梁

※梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

50

※注意

（普通）

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

異形鉄筋

*5 許容スパンは，鉄骨梁の芯間距離とする。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*3 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

（連続支持）

吹付けロックウール

50
または75

※括弧内の数値はFP120FL-0103の場合

溶接金網又は
異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

認定番号

認定条件
断面仕様 使用条件

コンクリート
ひび割れ
拡大防止筋

許容
荷重

（kN/m ）

許容

（m）

接合形式の適用

頭付き
スタッド

焼抜き
栓溶接

発射打込
みびょう

FP060FL-0066

普通80

21～24

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

150x150以下

3.5 3.0 ○ ○ ○
FP060FL-0079 18～24 5.4 2.7 ○ ○ ○
FP060FL-0104 18～24 7.0 2.5 ○ - -
FP060FL-0073 18～24 3.5 3.4 ○ - -
FP060FL-0078 18～24 5.4 3.0 ○ ○ -

FP120FL-0103 普通90
18～24

線径6mm以上

100x100以下

6.0 2.5 ○ ○ -

認定番号 耐火時間
吹付け厚さ

（mm）

かさ比重

（g/cm ）

FP060FL-0114 1時間 15以上 0.3以上

*5*4*3

80
（90）以上

*6

品名

EZ50 1.0以上

FP060FL-0115 1時間 15以上 0.3以上 EZ75 1.0以上
100mm

デッキ板厚
（mm）

種類・ 

(FC)
条件

支持

*7 頭付きスタッドはφ16ｍｍ以上@300ｍｍ以下とする。

呼び径D10以上

200x200以下

単純
連続

単純
連続

※単純支持条件でも耐火補強筋は不要

耐火
区分

品名

床１
時間

EZ50

EZ75

床２
時間 EZ75

梁耐火被覆

異形鉄筋
溶接金網又は

コンクリート

FB

D10

＊2

＊2

＊2 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

50mm以上

コンクリート

は異形鉄筋
溶接金網又

小口ふさぎ

山形鋼等6mm厚以上

Ｅデッキ
スーパー

D10

＊2

＊2梁耐火被覆

耐火要求なし

FP120FL-0183EZ50
*8

普通85 4.4 2.7 ○ - -

*8 スラブ自重が2,730Ｎ/ｍ を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

3.192.41

3.522.63

単梁

2.932.28

3.893.15

4.333.44

3.572.98

2.98

3.25

3連梁

2.82

3.82

4.08

3.66

2連梁

FP120FL-0117 2時間 20以上 0.3以上 EZ75 1.0以上

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊1 ＊1

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊1

＊2 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

FP120FL-0212 2時間 20以上 0.3以上 EZ50 1.0以上

注：合成スラブの補強として、
　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

ｃ ｃ

8.    開  口  部  補  強　(例)

3

D22 or 2-D16

・定着長さ；開口端より40D以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）
　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ；開口補強、D10以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧40D

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧40D

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；30mm以上

≧40D

ａ

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ａt又はａdの大きい方
ａ；かぶり30mm以上

ｄ

ｂ

開口（Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ａd ： 所要鉄筋サイズ

n

ａd

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

を切断

１．開口が独立している場合

W≦600mm

ａ；W,L≦300の場合はD16

ｃ；D10（上端）

ｃ

ａ）φ150mm程度
ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ａ；D13（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

ｃ

イ）開口間の内法寸法>３x開口径
ａ）φ150mm程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

ｃ

ｃ

ｃ

L≦

それ以外はD22

900mm

ｂ）□300程度

c）□600x900程度

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ；D10（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ；D10（上端）

ａ；D22（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

開口補強（ｃ；D10）は行う。

仮想開口

ｃ

ｃ

7.　e-works+開口緩和（EZ50）

e-works+開口緩和（EZ50）　BCJ評定-ST0076-07　※詳細は7．e-works+開口緩和（EZ50）参照

積載荷重・支持スパンが耐火認定範囲を超える場合には別途お問い合わせください。

厚さ(mm)

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」日鉄デッキプレート

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」合成スラブ工業

★本仕様の範囲外の場合はイ）小梁を設けるロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向をL はデッキ長手方向を示すものとする）

同様の補強とする。

□600x900程度の開口部と
開口群を独立した一つの開口と見なし

（イ，ロ共通）

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

2

必要に応じて行う。

適用する.

*6 この耐火条件に適合しない場合は吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照*デッキ板厚注意）を

2

*7

*7

*7

スパン

デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（P）

SPW

デッキ板厚

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図５）

打込みびょう

デッキ板厚

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い充分な養生期間を設ける。

・大梁上の補強（例）

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

デッキプレート

デッキプレート

溶接金網または

異形鉄筋

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるようにデッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ
ヤで傷つけないようにする。

（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、
風等で飛ばされないように養生する。

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

70mm 80mm 85mm 90mm 100mm

※耐火認定上のスパンは梁芯間距離

梁耐火被覆

(5)デッキ幅方向デッキ振り分け

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合はプレートあるいは山形鋼による補強を行う。

施工時スパン

スーパーＥデッキ－耐火補強筋不要タイプ－
開口緩和

デッキ合成スラブ

設計･施工標準仕様書

焼抜き栓溶接又は
発射打込みびょう

幅調整板

梁耐火被覆

幅調整板を溶接等で

結合する

Ｅデッキ
スーパー

デッキプレートと

用いる場合は不要

※頭付きスタッドを

(2)建物外周部デッキ幅方向

※上記の表は開口投影長さの和であり、開口1つあたりの開口寸法は300mm以下とする。

my 300288276264252240228216204192180

Σmx 625600575550525500475450425400375

2.52.42.32.22.12.01.91.81.71.61.5

梁芯間スパンlx,ly（ｍ）

表7.2 開口率に基づく梁芯間スパンにおける開口投影長さの和の上限(mm)

ly mx2mx1
0.12≦ry ＝

mymy

lx
0.25≦rx ＝

Σmx

lylx

梁芯間にある開口投影長さの和(Σmx,my)を梁芯間スパン(lx,ly)で除した値を開口率(rx,ry)とする。開口率の制限は梁芯間スパンに応じて表7.2の通りである。

開口率の考え方

詳細は別途お問い合わせください。

※開口寸法に応じ、面内せん断耐力を低減する必要がある。 e
yey≧250 2場合がある。詳細は下記及び下表を参照すること。

sx ≧ ×3
※開口率の制限により、許容開口寸法の最大が300mmを下回る ex≧450 mx1 + mx2

デ
ッ

キ
長

手
方

向

12％以下デッキ長手方向 ry
ハ） mx2sxmx1開口率

ex25％以下デッキ幅方向 rx

250mm以上デッキ長手方向 ey
開口位置

450mm以上exデッキ幅方向 mx

ロ）
デッキ長手方向 my my

300mm以下※開口寸法
mxデッキ幅方向

イ）

品名 ― EZ50
ハ）梁芯と開口の最小距離exおよびeyが左表を満足することを確認する。

適用範囲記号項目 単独開口とみなすことができる。(長手方向は開口同士の距離に依らない。)
ロ）デッキ幅方向において、開口同士の内法距離sxが下式を満たす場合、個々の

表7.1 適用範囲 イ）一つの大きな開口とみなして、左表を満足することを確認する。

複数開口時の取り扱い表7.1の適用範囲を満足する場合、耐力補強筋を省略できる。

基準強度

2

3

（注３）

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

溶接金網又は
異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

異なります。

適用可能範囲が
認定仕様により

50～

（図３）

参考

ﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ設計・施工標準仕様書
Ｓ－２６

図面作成者：一級建築士　第303585号〈 構造設計一級建築士　第3191号 〉西村　昭一
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